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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 8日 (2007.6.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 、 体 腔 内 観 察 具 、 処 置 具 の 挿 入 の 補 助 に 使 用 さ れ る と と も に 、 バ ル ー ン の 付 い た
オ ー バ ー チ ュ ー ブ に お い て 、
　 前 記 バ ル ー ン は 、 拡 張 時 の 圧 力 が ４ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る オ ー バ
ー チ ュ ー ブ 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ル ー ン の 内 圧 を 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 拡 張 時 の 圧 力 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の オ ー バ ー チ ュ ー ブ 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ル ー ン は ラ テ ッ ク ス 性 で あ り 、 該 バ ル ー ン が 膨 張 し た 際 に 腸 管 と の 接 触 面 に 均 等
な 圧 力 が か か る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の オ ー バ ー チ ュ ー ブ 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 内 視 鏡 の 深 部 挿 入 が 困 難 と な る 本 当 の 理 由 は 腸 管 が た わ ん で し ま う と 言 う こ と そ の も の
で は な く 、 た わ ん だ 腸 管 が 伸 び て し ま う こ と で あ る と 考 え 、 バ ル ー ン で 保 持 し て 腸 管 の 伸
展 を 防 止 す る 柔 ら か い ス ラ イ デ ィ ン グ チ ュ ー ブ を 採 用 し た 内 視 鏡 挿 入 法 を 考 案 し た 。 請 求
項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 、 体 腔 内 観 察 具 、 処 置 具 の 挿 入 の 補 助 に 使 用 さ れ る と と も に 、 バ ル
ー ン の 付 い た オ ー バ ー チ ュ ー ブ に お い て 、 前 記 バ ル ー ン は 、 拡 張 時 の 圧 力 が ４ ０ ～ １ ０ ０

前 記 バ ル ー ン は シ リ コ ン 性 で あ り 、 該 バ ル ー ン が 膨 張 し た 際 に 腸 管 と の 接 触 面 に 均 等 な
圧 力 が か か る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の オ ー バ ー チ ュ ー ブ 。



ｍ ｍ Ｈ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ の 発 明 は 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 バ ル
ー ン の 内 圧 を 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 拡 張 時 の 圧 力 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と を 特 徴 と す
る 。 請 求 項 ３ の 発 明 は 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 バ ル ー ン は ラ テ ッ ク ス 性 で あ
り 、 該 バ ル ー ン が 膨 張 し た 際 に 腸 管 と の 接 触 面 に 均 等 な 圧 力 が か か る こ と を 特 徴 と す る 。
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請 求 項 ４ の 発 明 は 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 バ ル ー ン は シ リ コ ン 性 で あ り 、 該
バ ル ー ン が 膨 張 し た 際 に 腸 管 と の 接 触 面 に 均 等 な 圧 力 が か か る こ と を 特 徴 と す る 。
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